
R2年度 大阪教育福祉専門学校　教育保育科 第二部　シラバス

授業科目名 担当教員名

必修/選択 開講学年・学期

科目区分 単位数

授業方法/担当形態

特記事項

テキスト

参考書・

参考資料等

成績評価の方法

授業計画 到達目標番号

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

子どもの保健Ⅰ 七田　つたえ

必修 (保育士資格 )

２章　子どもの発育・発達

1.生物としてのヒト成り立ち

2.発育期の区分　

3.発育、発達の経過と速度

4.発育の原則　

5.新生児期の身体発育

２章　子どもの発育・発達

6.乳児期の身体発育

7.幼児期の身体発育

8.学童期の身体発育

9.青年期の身体発育

３章　生理機能の発達

1.呼吸機能

2.循環機能

７章　健康及び安全の実施体制

地域における保健活動と児童虐待防止

実務経験のある助産師が母子保健活動を軸に養育環境の重要性、事故の特徴、かかりやすい病気の知識と症状への対応、予防接種を含めた感染症予防などについて説明する。具

体的な例を毎回示し、写真やイラスト映像など視覚的情報も活用して理解に役立てる。医学的な根拠を示し根拠に基づいた適切な対応ができるよう保育実践に準備する。

3年　通年　(年間開講数　1講座)

4単位

講義 / 単独

※実務経験のある教員等による授業

看護師としてとしての実務経験を活かして、実例を多く取り上げて授業を

行っている。

１章　子どもの健康と保健の意義

1.生命の保持と母性・父性の育成

2.子どもの健康概念

１章　子どもの健康と保健の意義

6.地域における保健活動と児童虐待防止

５章　子どもの精神保健

6.児童虐待防止

⑴母子保健活動を軸に子どもの健康を守る大人の役割を学ぶ。

①子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解している。

②子どもの生理機能と運動機能並びに精神機能の発達と保健について理解している。

⑵子どもの健康は子ども自身が守れないことに気づき、大人の責任でもあるから保育所として保育士としてすべきこと、できることがあると職業意識を育む。

①子どもの疾病とその予防法及び適切な対応ができる。

②子どもの精神保健とその課題について気づくことができる。

③保育における環境及び衛生管理並びに安全管理について取り組むことができる。

④施設等における子どもの心身の健康及び安全の実施体制を理解している。

１章　子どもの健康と保健の意義

3.健やか親子21

4.母子保健施策

5.子どもの保健の実践と課題

７章　健康及び安全の実施体制

主な母子保健施策と保育

授業の内容

１章　子どもの健康と保健の意義

2.子どもの健康概念と健康指標

授業内で指示する

保育所における感染症対策ガイドライン

保育所におけるアレルギー対策ガイドラインなど各種ガイドライン

定期試験（80％）

課題提出（20％）

３章　生理機能の発達

5.尿排泄機能　

6.水分代謝　

7.体温調節

３章　生理機能の発達

8.内分泌機能　

9.睡眠・覚醒リズム

３章　生理機能の発達

10.感覚機能

11.神経機能

「子どもの保健Ⅰ」佐藤益子・中根淳子 編著(ななみ書房)

３章　生理機能の発達

3.免疫機能

4.消化機能

７章　健康及び安全の実施体制

家庭・専門機関・地域との連携

施行規則に定める科

目区分　等

授業の概要

授業の到達目標



授業計画 到達目標番号授業の内容

第15回

定期試験

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

定期試験

６章　環境と衛生管理・安全管理

3.保育の現場の事故防止と安全対策

筆記試験

５章　子どもの精神保健　

1.子どもの生活環境と精神保健

５章　子どもの精神保健　

2.子どもの心の健康とその課題

1.精神発達課題 

2.乳児期の精神保健

５章　子どもの精神保健　

2.子どもの心の健康とその課題

3.幼児期の精神保健

4.学童期の精神保健

5.思春期の精神保健

5章　子どもの精神保健

7.発達障害

６章　環境と衛生管理・安全管理

1.保育の環境整備と保健　

2.保育の現場における衛生管理

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

4.消化器疾患　

5.呼吸器疾患

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

6.循環器疾患　

7.血液疾患　

8.悪性腫瘍

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

9.神経性疾患　

10.腎および泌尿生殖器疾患　

11.皮膚の疾患

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

12.目、耳の疾患　

13.整形外科の疾患　

14内分泌、代謝疾患

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

15.人畜共通感染症、ペットからの感染症　

16.乳幼児突然死症候群

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

1.感染症

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

1.感染症　細菌感染症　

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

2.先天異常　

3.アレルギー性疾患、免疫疾患

３章　生理機能の発達

12.精神機能

13.情緒・行動発達

筆記試験

４章　小児の主な病気　保育の現場でよくある病気

1.感染症　ウィルス感染症


